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合
併
後
の
鬼
北
町
が
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
予
算
提
案
に
あ
た
り
町
長
が
説
明
し
た
町
づ
く
り
に
対
す
る
基
本

方
針
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

　

①
美
し
い
自
然
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う

　

②
〝
安
心
温
度
〞
の
高
い
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
支
え
よ
う

　

③
時
代
に
挑
戦
し
、
活
力
あ
る
地
域
産
業
を
創
ろ
う

　

④
一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
よ
う

　

⑤
自
然
に
優
し
い
、
快
適
で
安
全
な
暮
ら
し
を
守
ろ
う

　

⑥
地
域
自
治
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う

国
の
平
成
18
年
度

地
方
財
政
計
画
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
予
算
は
、
重
点
強
化
期

間
最
後
の
重
要
な
予
算
で
あ
り
、「
今
後

の
経
済
財
政
運
営
お
よ
び
経
済
社
会
の

構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
」
以
来

の
構
造
改
革
に
一
応
の
め
ど
を
つ
け
る

も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
同
時
に
改
革

を
加
速
す
る
た
め
の
予
算
で
も
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
期
的
に
は

引
き
続
き
「
２
０
１
０
年
代
初
頭
に
お

け
る
基
礎
的
財
政
収
支（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
）
の
黒
字
化
」
お
よ
び
「
デ

フ
レ
の
克
服
、
民
需
主
導
の
持
続
的
経

済
成
長
」
の
実
現
を
図
る
べ
く
、
予
算

編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
小
さ
く
て
効
率

的
な
政
府
の
実
現
に
向
け
、
従
来
の
歳

出
改
革
路
線
を
堅
持
・
強
化
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
三
位
一
体
改
革
」
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
総
人
件
費
改
革
、

医
療
制
度
改
革
、
特
別
会
計
改
革
、
資

産
・
債
務
改
革
、
政
策
金
融
改
革
等
の

構
造
改
革
に
つ
い
て
、
順
次
予
算
に
反

映
さ
せ
る
。
ま
た
、
歳
出
全
般
に
わ
た

る
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
一
般
歳

出
の
水
準
に
つ
い
て
前
年
度
よ
り
も
減

額
し
、
一
般
会
計
歳
出
に
つ
い
て
も
厳

し
く
抑
制
を
図
る
。
さ
ら
に
、
足
下
の

経
済
情
勢
や
税
収
動
向
を
踏
ま
え
、
新

規
国
債
発
行
額
に
つ
い
て
平
成
17
年
度

（
34
・
４
兆
円
）
よ
り
も
大
幅
に
減
額
し
、

30
兆
円
に
で
き
る
だ
け
近
づ
け
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
の
配
分
に
お
い
て
、「
公
共
投
資

関
係
費
」、「
裁
量
的
経
費
」
は
、
そ
の

総
額
を
対
前
年
度
マ
イ
ナ
ス
３
％
の
範

囲
内
お
よ
び
重
点
化
促
進
加
算
額
の
範

囲
内
を
基
本
に
厳
し
く
抑
制
す
る
こ
と
。

「
義
務
的
経
費
」
は
自
然
増
を
放
置
す
る

こ
と
な
く
、
制
度
・
施
策
の
抜
本
的
見

直
し
を
行
い
、
歳
出
の
抑
制
を
図
る
こ

と
な
ど
を
基
本
と
し
、
予
算
編
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
い
て
編

成
さ
れ
た
国
の
一
般
会
計
予
算
の
総

額
は
、
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
3.0
％
の

79
兆
６
千
８
６
０
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
平
成
18
年
度

の
地
方
財
政
対
策
は
、
地
方
税
収
入
や

地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入

が
回
復
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
公
債
費

が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
や
社
会

保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
等
に
よ
り
、

依
然
と
し
て
大
幅
な
財
源
不
足
が
生
じ

る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
方
財
政
計
画
の
歳
出

に
つ
い
て
は
、
累
次
の
「
基
本
方
針
」

や
総
人
件
費
改
革
基
本
指
針
等
に
沿
っ

て
、
国
の
歳
出
予
算
と
歩
を
一
に
し
て

見
直
す
こ
と
と
し
、
定
員
の
純
減
や
給

与
構
造
改
革
等
に
よ
る
給
与
関
係
経
費

の
抑
制
や
地
方
単
独
事
業
費
の
抑
制
を

図
り
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
地
方
財
政

計
画
の
規
模
の
抑
制
に
努
め
る
こ
と
に

よ
り
、
財
源
不
足
額
の
圧
縮
を
図
る
こ

と
と
す
る
一
方
、
国
と
地
方
の
信
頼
関

係
を
維
持
し
な
が
ら
「
三
位
一
体
の
改

革
」
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
安
定

的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
税
、
地

方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
の
総
額
を
確

保
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
地
方
財

政
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必

要
な
『
一
般
財
源
総
額
の
確
保
』
に
つ

い
て
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
着
実

に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
と
地
方
の

信
頼
関
係
が
必
要
で
あ
り
「
三
位
一
体

の
改
革
に
つ
い
て
」
お
よ
び
「
経
済
財

政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方

針
２
０
０
５
」
に
沿
っ
て
、
地
方
公
共

団
体
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な

地
方
税
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
総
額
の

確
保
が
是
非
と
も
必
要
と
い
う
こ
と

で
、『
一
般
財
源
総
額
』（
地
方
税
、
地

方
交
付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
、
減

税
補
て
ん
特
例
交
付
金
、
減
税
補
て

ん
債
お
よ
び
所
得
譲
与
税
を
除
く
地

方
譲
与
税
の
合
計
額
を
い
う
。）
は
、

55
兆
６
千
３
３
４
億
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
２
０
４
億
円
の
増
と
な
り
、
平
成

17
年
度
以
上
の
額
を
確
保
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
18
年
度
の
地
方
財
政
の

歳
入
歳
出
規
模
は
、
計
画
総
額
は
前
年

比
0.7
％
減
の
83
兆
１
千
５
０
８
億
円
で
、

平
成
14
年
度
以
来
５
年
連
続
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度　

鬼
北
町
施
政
方
針
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ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

も
、

前

年

比

マ

イ

ナ

ス
5.9
％

の

15
兆
９
千
73
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
国

の
「
改
革
断
行
予
算
」
が
色
濃
く
反
映

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
自
主

財
源
の
乏
し
い
本
町
に
と
っ
て
は
、
今

後
ま
す
ま
す
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
地
方
税
制
改
正
は
、
持
続
的

な
経
済
社
会
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た

め
の「
あ
る
べ
き
税
制
」の
構
築
に
向
け
、

３
兆
円
規
模
の
所
得
税
か
ら
個
人
住
民

税
へ
の
税
源
移
譲
、
定
率
減
税
の
廃
止
、

平
成
18
年
度
の
固
定
資
産
税
の
評
価
替

え
に
伴
う
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
税
負
担
の
調
整
措
置
の

見
直
し
、
地
方
た
ば
こ
税
の
税
率
の
引

上
げ
そ
の
他
の
所
要
の
措
置
を
講
じ
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

税
源
移
譲
は
、
平
成
19
年
分
の
所
得

税
お
よ
び
平
成
19
年
度
分
の
個
人
住
民

税
か
ら
適
用
し
、
平
成
18
年
度
は
、
暫

定
的
措
置
と
し
て
、
税
源
移
譲
額
の
全

額
を
所
得
譲
与
税
に
よ
っ
て
措
置
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
定
率
減
税
は
、

所
得
税
は
平
成
18
年
分
、
個
人
住
民
税

は
平
成
18
年
度
分
を
も
っ
て
廃
止
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
地
方
債
は
、
地
方
財
源
の
不

足
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
厳
し
い
地
方
財

政
状
況
の
下
で
、
地
方
公
共
団
体
が
、

行
政
改
革
と
財
政
の
健
全
化
を
推
進
し
、

当
面
す
る
諸
課
題
に
重
点
的
・
効
率
的

に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
公

的
資
金
の
重
点
化
と
地
方
債
資
金
の
市

場
化
を
一
層
推
進
し
つ
つ
、
所
要
の
地

方
債
資
金
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
し
て

地
方
債
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
規
模
は
、
前
年
度
比
10
・
２
％
減
の

13
兆
９
千
４
６
６
億
円
で
す
。
な
お
、

新
年
度
か
ら
の
起
債
は
、
従
来
の
許
可

制
か
ら
協
議
制
に
移
行
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
政
府
は
、

「
改
革
な
く
し
て
成
長
な
し
」、「
民
間

に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」、「
地
方
に

で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
の
方
針
の

下
、「
基
本
方
針
２
０
０
５
」
等
に
基
づ

き
、
郵
政
民
営
化
の
着
実
な
実
施
、
政

策
金
融
改
革
、
総
人
件
費
改
革
、
資
産
・

債
務
改
革
、
市
場
化
テ
ス
ト
に
よ
る
民

間
へ
の
業
務
開
放
・
規
制
改
革
等
を
通

じ
「
小
さ
く
て
効
率
的
な
政
府
」
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
規
制
・
金
融
・
税

制
・
歳
出
等
の
改
革
を
推
進
す
る
な
ど
、

各
分
野
に
わ
た
る
構
造
改
革
を
断
行
す

る
こ
と
に
よ
り
経
済
活
性
化
を
実
現
し
、

民
間
需
要
主
導
の
持
続
的
な
成
長
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
18
年
度
の
地

方
財
政
は
、
こ
う
し
た
地
方
財
政
計

画
の
規
模
の
抑
制
に
努
め
て
も
、
な

お
、
平
成
17
年
度
に
引
き
続
き
大
幅
な

財
源
不
足
の
状
況
に
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
財
政
の
借

入
金
残
高
は
、
平
成
18
年
度
末
に
は

２
０
４
兆
円
に
達
す
る
こ
と
と
な
り
、

国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
長
期
債
務
残
高

は
７
７
５
兆
円
に
も
お
よ
ぶ
見
通
し
で
、

今
後
、
そ
の
償
還
負
担
の
一
層
の
増
加

や
社
会
保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
が
見

込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

り
将
来
の
財
政
運
営
が
圧
迫
さ
れ
る
こ

と
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。平

成
18
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針

　

当
初
予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

町
財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
留
意
し
つ

つ
、
本
町
の
地
域
経
済
の
状
況
を
踏
ま

え
、「
個
性
と
工
夫
に
満
ち
た
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
の
形
成
」、「
公
平
で
安
全
安

心
な
高
齢
化
社
会
・
少
子
化
対
策
」
な

ど
の
重
点
課
題
に
取
組
む
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
地
域
雇
用
の
創

造
な
ど
の
地
域
振
興
策
に
も
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
と
な
る
も
の
は
、「
鬼
北
町

長
期
総
合
計
画
」
で
す
。
こ
の
計
画
は
、

合
併
協
議
会
に
よ
る
「
新
町
建
設
計
画
」

を
基
本
に
作
成
さ
れ
た
町
政
の
最
上
位

の
計
画
で
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
〝
羅
針
盤
〞
と
な
る
も
の

で
す
。

　

「
長
期
総
合
計
画
」の
町
の
将
来
像
は
、

〝
森
が
す
く
す
く　

川
が
い
き
い
き　

人

が
元
気
〞
〜
自
然
満
足
都
市　

き
ほ
く

〜
で
あ
り
、「
地
域
個
性
の
活
用
」、「
町

民
と
の
協
働
」お
よ
び「
環
境
と
の
共
生
」

を
、
ま
ち
づ
く
り
の
３
本
の
柱
と
し
、

① 

美
し
い
自
然
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

よ
う

② 
〝
安
心
温
度
〞
の
高
い
暮
ら
し
を
み

ん
な
で
支
え
よ
う

③ 

時
代
に
挑
戦
し
、
活
力
あ
る
地
域
産

業
を
創
ろ
う

④ 

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮

し
よ
う

⑤ 

自
然
に
優
し
い
、
快
適
で
安
全
な
暮

ら
し
を
守
ろ
う

⑥ 

地
域
自
治
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
よ
う

　

以
上
６
点
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
、

合
併
新
町
の
速
や
か
な
一
体
性
の
確
立

を
は
か
り
、
旧
町
村
の
均
衡
あ
る
発
展

の
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
、
今
、
私

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
と
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
18
年
度
の
当
初
予
算
を
編
成
す

る
に
当
た
り
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県

支
出
金
お
よ
び
補
助
金
の
削
減
、
町
税

収
入
の
伸
び
悩
み
な
ど
、
厳
し
さ
が
増

幅
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
綿
密
か

つ
慎
重
な
試
算
を
も
っ
て
歳
入
規
模
を

計
上
す
る
と
と
も
に
、
歳
出
の
重
点
化

と
抑
制
に
留
意
し
つ
つ
、
適
正
な
収
支

バ
ラ
ン
ス
と
財
政
の
健
全
化
・
効
率
化

に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
前
年
度
に
比
べ
大
幅
な
歳
入

不
足
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
義
務
的
経

費
、
経
常
的
経
費
お
よ
び
投
資
的
経
費

等
も
、
全
般
に
わ
た
っ
て
徹
底
し
た
見

直
し
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
無
駄
を

省
い
た
緊
縮
型
の
予
算
編
成
に
徹
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

歳
入
の
う
ち
、
町
税
は
、
町
民
税
・

た
ば
こ
税
が
税
制
改
正
に
よ
り
増
加
し

て
お
り
、
固
定
資
産
税
は
、
家
屋
の
評

価
替
え
に
伴
い
減
額
と
な
る
見
込
み
で

す
が
、
町
税
全
体
と
し
て
は
前
年
度
比

0.9
％
増
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
譲
与
税
の
う
ち
所
得
譲

与
税
が
前
年
度
比
63
・
４
％
と
大
幅
な

増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
三
位

一
体
の
改
革
に
基
づ
く
国
庫
支
出
金
の

一
般
財
源
化
を
受
け
た
も
の
で
、
実
質
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的
に
は
国
庫
支
出
金
が
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

次
に
、
地
方
交
付
税
は
、
特
に
前
年

度
は
合
併
に
よ
る
特
別
交
付
税
の
追
加

支
援
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
こ

れ
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
国
勢
調
査

（
17
年
10
月
）
の
人
口
減
少
に
よ
る
普
通

交
付
税
の
減
額
も
大
き
な
痛
手
と
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

歳
入
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
国
の

情
報
等
を
精
査
し
、
可
能
な
限
り
堅
実
な

歳
入
見
込
額
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

歳
出
は
、
住
民
生
活
に
直
結
し
た
保

健
・
医
療
・
福
祉
や
教
育
の
充
実
、
地

域
産
業
の
振
興
、
道
路
交
通
網
や
上
下

水
道
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
経
年
継
続

し
て
実
施
し
て
い
る
事
業
等
に
つ
い
て

は
、
適
正
規
模
の
予
算
の
確
保
に
努
め

た
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
、
懸
案
で
あ
っ

た
「
町
立
北
宇
和
病
院
」
が
、
い
よ
い

よ
新
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
（
社
会
福

祉
法
人
・
旭
川
荘
）
に
よ
る
公
設
民
営

化
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
、
企

業
会
計
を
新
設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
少
子
・
高
齢
化
へ
の
対
応
や

中
山
間
地
域
の
振
興
対
策
、
Ｉ
Ｔ
化
の

推
進
な
ど
こ
れ
ま
で
の
課
題
に
加
え
、

地
震
等
防
災
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
危
機
管

理
対
策
、
町
村
合
併
後
の
新
た
な
行
政

課
題
に
つ
い
て
も
所
要
の
予
算
措
置
を

講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
過
程
で
は
、

歳
入
の
減
収
に
よ
る
歳
出
規
模
の
適
正

化
の
た
め
、
厳
し
い
査
定
を
断
行
し
ま

し
た
。
特
に
普
通
建
設
事
業
費
の
単
独

事
業
を
中
心
に
、
事
業
の
精
選
や
緊
急

度
を
考
慮
し
、
財
源
の
確
保
と
適
正
運

　

「
ふ
る
さ
と
の
美
し
い
自
然
を
残
そ

う
・
創
ろ
う
・
伝
え
よ
う
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
町
民
の
高
い
環
境
意
識
の
下
、

地
域
に
応
じ
た
生
活
排
水
対
策
と
資
源

循
環
型
社
会
の
形
成
を
図
り
、
自
然
環

境
の
保
全
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
町
全
体
で
自

然
と
共
生
す
る
〝
真
の
豊
か
さ
〞
を
次

代
に
引
継
ぎ
、
多
様
な
生
態
系
が
守
ら

れ
た
自
然
と
日
本
一
き
れ
い
な
清
流
が

流
れ
る
、
日
本
の
原
風
景
を
感
じ
る
美

し
い
郷
土
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

⑴
適
切
な
土
地
利
用
の
推
進

　

森
林
の
保
全
を
図
る
た
め
、
計
画
的

な
植
栽
、
保
育
、
間
伐
な
ど
の
森
林
施

業
を
通
じ
て
、
森
林
の
荒
廃
防
止
を
図

り
、
ま
た
、
遊
休
農
地
の
解
消
、
農
作

業
の
受
委
託
、
農
用
地
の
利
用
集
積
、

中
山
間
直
接
支
払
い
制
度
の
活
用
を
通

じ
優
良
農
地
の
保
全
に
努
め
ま
す
。
農

地
法
、
都
市
計
画
法
等
の
法
規
制
の
適

切
な
運
用
と
指
導
に
よ
り
、農
地
・
森
林
・

自
然
公
園
区
域
な
ど
の
適
正
管
理
と
良

好
な
生
活
空
間
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

⑵
環
境
保
全
の
推
進

　

豊
か
な
自
然
の
継
承
に
向
け
て
、
町

民
の
高
い
環
境
意
識
の
下
に
ま
ち
全
体

が
一
体
と
な
っ
て
、
美
し
い
清
流
の
再

生
と
環
境
共
生
社
会
の
実
現
を
図
り
ま

す
。そ
の
た
め
、地
域
単
位
の
河
川
清
掃
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
等
ま
ち
全
体
の
環
境

保
全
意
識
の
向
上
や
町
民
主
体
の
環
境

保
全
活
動
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、「
広

見
川
等
を
き
れ
い
に
す
る
連
絡
協
議
会
」

活
動
の
強
化
と
連
携
を
推
進
し
、
町
独

自
の
水
質
浄
化
対
策
で
あ
る
環
境
浄
化

微
生
物
「
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
│
１
」
の
普
及
、

農
業
集
落
排
水
事
業
や
浄
化
槽
整
備
事

業
に
よ
る
環
境
基
盤
整
備
の
推
進
、
定

期
的
な
水
質
検
査
の
実
施
な
ど
に
取
組

み
ま
す
。

⑶
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

　

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
資
源
循

環
型
生
活
を
推
進
す
る
た
め
、
ご
み
の

減
量
化
、
再
資
源
化
な
ど
町
民
意
識
の

啓
発
や
生
ご
み
処
理
の
奨
励
、
分
別
収

集
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
廃

棄
物
の
排
出
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
再

使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）、
再
生
利
用
（
リ
サ

イ
ク
ル
）
の
〝
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）〞

事
業
の
意
識
高
揚
と
適
切
な
一
般
廃
棄

物
処
理
の
推
進
、
不
法
投
棄
防
止
対
策

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

⑷
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

　

平
成
９
年
12
月
の
『
京
都
議
定
書
』

用
に
留
意
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
物

件
費
、補
助
金
、負
担
金
等
に
つ
い
て
も
、

事
務
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し
を
実
施

し
、
基
本
的
に
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
シ
ー

リ
ン
グ
で
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
18
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
当

た
り
、「
費
用
対
効
果
の
原
則
」
を
考
慮

し
、
予
算
執
行
の
適
正
化
・
効
率
化
に

努
め
る
こ
と
を
最
優
先
に
掲
げ
る
と
と

も
に
、
更
な
る
、
住
民
福
祉
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鬼
北
町
住
民

が
〝
合
併
し
て
良
か
っ
た
〞
と
実
感
で

き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
最
善
を
尽

く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

主
要
施
策
の
概
要

１　
「
美
し
い
自
然
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う
」

　

〝
21
世
紀
は
環
境
の
世
紀
〞
と
も
呼
ば

れ
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
や
資
源
循

環
型
社
会
に
代
表
さ
れ
る
環
境
共
生
型

社
会
の
実
現
は
、
持
続
可
能
な
世
界
を

形
成
す
る
た
め
、
国
全
体
に
課
せ
ら
れ

た
命
題
で
す
。

　

森
林
に
囲
ま
れ
、
四
万
十
川
の
源
流

を
持
つ
こ
の
豊
か
な
自
然
は
、
先
人
か

ら
授
か
っ
た
大
切
な
財
産
で
あ
り
、
将

来
に
わ
た
り
残
す
べ
き
貴
重
な
特
有
の

資
源
で
す
。
そ
し
て
、
美
し
い
清
流
と

里
山
の
再
生
は
町
民
の
願
い
で
あ
り
、

自
然
を
愛
す
る
多
く
の
人
々
の
拠
り
所

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

えひめＡＩ－１
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で
の
日
本
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
目
標

数
値
は
６
％
と
な
っ
て
お
り
、
う
ち

3.9
％
は
森
林
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
次
代
に
美
し
い
地
球

と
郷
土
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
森
林
の
整

備
を
基
本
に
、
家
庭
・
行
政
・
事
業
者

に
お
い
て
節
電
、
節
水
に
努
め
る
と
と

も
に
、
農
業
分
野
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
に
も
取
組
み
ま

す
。

２　
「〝
安
心
温
度
〞の
高
い
暮
ら
し
を

み
ん
な
で
支
え
よ
う
」

　

少
子
高
齢
社
会
の
な
か
で
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
安
心
し
た
暮
ら

し
を
支
え
る
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」

の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
町
民
が

最
も
期
待
す
る
分
野
で
あ
る
と
同
時
に
、

町
政
の
大
き
な
課
題
で
す
。
社
会
福
祉

の
理
念
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し

く
生
き
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
で
、

お
互
い
が
支
え
あ
う
心
を
持
っ
て
、
社

会
全
体
で
そ
の
実
現
に
取
組
む
こ
と
が
、

町
民
の
願
う
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢

化
に
伴
う
福
祉
制
度
改
革
に
適
切
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
誕
生
す
る

「
町
立
北
宇
和
病
院
」
を
中
核
と
す
る
地

域
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

町
民
・
民
間
組
織
・
関
係
機
関
・
行
政

で
連
携
し
、
児
童
・
障
害
者
・
高
齢
者

を
は
じ
め
、
全
て
の
人
の
権
利
を
尊
重

す
る
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
福
祉
環
境
の
向

上
に
努
め
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
す

べ
て
の
町
民
が
地
域
の
温
か
さ
を
実
感

し
な
が
ら
、
健
康
で
暮
ら
し
て
い
く
社

会
（〝
安
心
温
度
〞
の
高
い
暮
ら
し
）
の

形
成
を
目
指
し
ま
す
。

⑴
一
人
ひ
と
り
の
健
康
支
援

　

町
民
参
加
型
で
健
康
増
進
計
画
を
策

定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
乳
幼
児
期
か

ら
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
を
図
る
と

と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り

活
動
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
乳
幼
児
健

康
診
査
・
育
児
相
談
・
家
庭
訪
問
等
を

通
じ
た
母
子
保
健
の
充
実
、
健
康
診
査
・

健
康
教
育
・
認
知
症
予
防
や
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
の
老
成
人
保
健
の
充
実
、

感
染
症
の
予
防
・
拡
大
防
止
対
策
を
講

じ
ま
す
。
精
神
障
害
者
が
自
立
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
た
地
域
支
援

体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。ま
た
、
保
健

推
進
委
員
会
や
健
康
を
守
る
会
な
ど
地

区
組
織
の
活
動
を
支
援
し
、
地
区
ぐ
る

み
で
健
康
を
守
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

⑵
地
域
医
療
の
充
実

　

町
内
に
病
院
２
カ
所
、
町
立
診
療
所

４
カ
所
、
個
人
診
療
所
７
カ
所
、
歯
科

診
療
所
３
カ
所
が
あ
り
、
第
１
次
医
療

機
関
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
は
、
専
門
科

目
の
不
足
な
ど
に
よ
る
町
外
医
療
機
関

へ
の
患
者
の
流
出
、
町
立
診
療
所
施
設
・

設
備
の
一
部
老
朽
化
と
医
師
の
継
続
的

な
確
保
へ
の
不
安
な
ど
に
よ
り
、
地
域

医
療
体
制
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
町
立
北
宇
和
病
院
を
中

核
と
す
る
地
域
医
療
体
制
の
再
構
築
、

各
医
療
機
関
と
の
適
切
な
機
能
分
担
に

よ
る
良
質
な
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
連
携
強
化
に
取
組
み
ま
す
。

⑶
子
育
て
支
援
の
充
実

　

〝
子
ど
も
は
ま
ち
の
宝
〞
を
合
言
葉

に
、
家
庭
を
中
心
に
地
域
と
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
の
人
権
尊

重
と
子
育
て
環
境
の
向
上
を
目
指
し
ま

す
。
保
育
所
で
は
、
早
朝
・
い
の
こ
り

保
育
や
施
設
設
備
の
計
画
的
な
改
修
に

よ
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
、
防
犯
対
策
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
等
経
済
支
援
に
も

取
組
み
ま
す
。

⑷
高
齢
者
福
祉
・
障
害
者
福
祉
の
充
実

　

本
町
で
は
、
急
速
な
高
齢
化
に
よ
り
、

要
援
護
高
齢
者
が
急
増
し
、
高
齢
者
施

策
が
重
要
な
課
題
で
す
。
介
護
保
険
事

業
と
高
齢
者
福
祉
事
業
と
の
両
輪
に
よ

る
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、 

〝
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
・
認
知
症
に
な

ら
な
い
〞
元
気
老
人
対
策
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
は
、ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
理
念
の
下
、
支
援
費
制
度
に
よ
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
精
神
障
害
者

小
規
模
作
業
所
な
ど
の
運
営
に
よ
り
、

自
立
支
援
と
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

⑸
地
域
福
祉
の
推
進

　

町
民
参
加
型
の
地
域
福
祉
計
画
の
策

定
を
進
め
、
福
祉
意
識
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
町
民
組
織
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、
自
治
会
組
織
や
精
神
保
健
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
・
活
動
支
援
、
公
民
館

等
拠
点
機
能
の
充
実
に
取
り
組
み
、
お

互
い
が
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
の
実
現

に
努
め
ま
す
。

⑹
社
会
保
障
制
度
の
運
営

　

国
民
健
康
保
険
事
業
、
介
護
保
険
事

小児予防接種

総合福祉センター「ひまわり」
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業
、
障
害
者
福
祉
事
業
等
の
社
会
保
障

制
度
は
、
誰
も
が
生
き
て
い
く
う
え
で

必
要
な
支
援
を
、
国
民
全
体
で
支
え
る

相
互
扶
助
の
仕
組
み
で
あ
り
、
一
人
ひ

と
り
の
理
解
と
協
力
と
応
分
の
負
担
が

必
要
で
す
。
こ
の
た
め
制
度
の
普
及
・

啓
発
、
制
度
改
正
へ
の
適
切
な
対
応
、

保
健
・
福
祉
事
業
の
充
実
に
よ
る
財
政

運
営
の
健
全
化
に
取
組
み
ま
す
。

３　
「
時
代
に
挑
戦
し
、

活
力
あ
る
地
域
産
業
を
創
ろ
う
」

　

地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
振
興
は
、

定
住
人
口
の
維
持
や
地
域
の
再
生
に
大

き
く
影
響
し
、
町
全
体
の
活
性
化
に
直

結
し
ま
す
。

　

事
業
者
自
身
の「
や
る
気
」を
基
本
に
、

そ
の
熱
意
と
創
意
工
夫
を
支
援
す
る
積

極
的
な
産
業
政
策
を
推
進
し
ま
す
。
農

林
業
分
野
に
お
い
て
は
、
環
境
保
全
を

前
提
に
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
市
場

競
争
力
の
高
い
商
品
価
値
の
創
造
と
多

様
な
販
売
戦
略
の
構
築
に
取
組
み
ま
す
。

ま
た
、
町
が
設
立
し
た
第
３
セ
ク
タ
ー

（
鬼
北
町
農
業
公
社
・
日
吉
農
林
公
社
・

森
の
三
角
ぼ
う
し
・
日
吉
夢
産
地
）
の

将
来
方
向
、
棲
み
分
け
、
連
携
に
つ
い

て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。近
永
ア
ル
コ
ー

ル
工
場
跡
地
の
活
用
や
集
客
力
の
高
い

拠
点
整
備
を
進
め
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
商
工
業
・
観
光
の
活
性
化
に
取
組

み
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、経
済

発
展
と
自
然
環
境
と
の
両
立
、地
域
の
再

生
を
念
頭
に
お
い
て
、柔
軟
な
発
想
と
独

創
的
な
英
知
を
結
集
し
、事
業
者
や
関
係

機
関
と
と
も
に
持
続
的
で
活
力
あ
る
地

域
産
業
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

⑴
農
業
の
振
興

　

本
町
の
中
山
間
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
基
幹
作
目
（
米
、
野
菜
、
果
樹
、

畜
産
）
の
生
産
振
興
対
策
を
関
係
機
関

連
携
の
下
、
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

時
代
に
即
応
し
た
高
い
市
場
競
争
力
を

持
つ
農
業
生
産
体
制
の
強
化
に
向
け
、

認
定
農
業
者
と
新
規
就
農
者
の
育
成
、

戦
略
的
作
物
の
生
産
振
興
、
集
落
営
農

の
促
進
、
新
た
な
流
通
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
農
林
産
物
直
売
所
の
拡
充
、
た
め

池
改
良
や
棚
田
保
全
な
ど
の
生
産
基
盤

の
整
備
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

研
究
等
に
取
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
多
面
的
機
能
の
活
用

と
し
て
、
市
民
農
園
の
整
備
、
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
に
よ
る
情
報

提
供
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
滞
在

型
農
業
体
験
）
等
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

⑵
林
業
の
振
興

　

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事

業
、
森
林
総
合
整
備
事
業
等
に
よ
り
、

計
画
的
か
つ
適
正
な
森
林
施
業
を
実
施
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
応
じ
た
森
林
資
源

の
整
備
に
努
め
ま
す
。
林
業
振
興
の
一

体
化
に
向
け
、
日
吉
森
林
組
合
と
南
予

森
林
組
合
の
合
併
を
促
進
し
ま
す
。
林

道
・
作
業
道
の
整
備
等
に
よ
り
、
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
、
公
共
施
設
な

ど
へ
の
町
産
材
の
利
用
促
進
と
、
特
用

林
産
物
の
生
産
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、〝
木
の
文
化
〞
の
普
及
と
森
林
の
公

益
的
機
能
の
活
用
に
も
取
組
み
ま
す
。

⑶
商
工
業
の
振
興

　

近
年
の
相
次
ぐ
大
型
店
舗
の
進
出
等

に
よ
り
、
町
内
の
商
店
街
は
大
変
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

商
工
会
組
織
の
育
成
強
化
に
努
め
る
と

と
も
に
、
商
工
会
の
合
併
を
促
進
し
ま

す
。
地
域
経
済
の
活
性
化
は
就
労
機
会

の
確
保
が
重
要
で
、
近
永
ア
ル
コ
ー
ル

工
場
跡
地
の
再
開
発
が
起
爆
剤
と
な
る

よ
う
な
商
工
業
の
振
興
策
を
目
指
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
も
引
き
続
き

情
報
の
収
集
・
発
信
を
重
点
に
常
に
行

動
が
起
こ
せ
る
体
制
を
堅
持
し
ま
す
。

⑷
観
光
の
振
興

　

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点

機
能
と
し
て
、
成
川
渓
谷
休
養
セ
ン

タ
ー
、
節
安
ふ
れ
あ
い
の
森
、
森
の
三

角
ぼ
う
し
、
日
吉
夢
産
地
等
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
連
携
・
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
情
報
発
信
に
努
め
、

今
後
は
、
自
然
体
験
型
観
光
・
交
流
の

推
進
に
も
取
組
み
ま
す
。

４　
「
一
人
ひ
と
り
が

個
性
と
能
力
を
発
揮
し
よ
う
」

　

〝
人
づ
く
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
〞

と
い
う
認
識
の
下
、
正
し
い
人
権
意
識

を
基
調
と
す
る
社
会
の
形
成
を
目
指
し

ま
す
。
そ
の
上
で
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
達
に
、
確
か
な
学
力
と
郷
土
を
愛
す

る
豊
か
な
心
の
育
成
に
向
け
た
教
育
を

実
践
し
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
文
化
の
継

承
や
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を

発
展
さ
せ
た
多
様
な
交
流
の
な
か
か
ら
、

郷
土
へ
の
誇
り
と
自
分
自
身
の
生
き
が

い
を
見
出
す
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
確

か
な
人
権
意
識
と
倫
理
観
を
身
に
つ
け

な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
様
々
な
分
野

で
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
ま
す
。

⑴
学
校
教
育
の
充
実

　

完
全
学
校
週
５
日
制
の
も
と
、
ゆ
と

り
あ
る
教
育
活
動
と
学
校
・
家
庭
・
地

域
社
会
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
環
境
づ

く
り
を
進
め
、
豊
か
な
人
間
性
や
生
き

る
力
に
満
ち
た
子
供
た
ち
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、「
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
」

を
育
て
る
学
習
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
た
め
、
基
礎
・
基
本
を
重
視
し
た
「
確

か
な
学
力
」
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
各

学
校
が
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
学
校

経
営
に
取
組
み
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒

農　業　公　社
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の
個
性
を
尊
重
し
、
実
態
に
即
し
た
教

育
の
展
開
と
教
育
環
境
の
整
備
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

21
世
紀
に
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す

る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
計
画
的

な
学
校
施
設
設
備
の
改
修
を
進
め
ま
す
。

⑵
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

　

長
寿
化
や
余
暇
時
間
の
増
加
な
ど
に

伴
い
、
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

お
り
、
全
て
の
町
民
が
持
っ
て
い
る
学

習
す
る
権
利
（
学
習
権
）
の
尊
重
を
理

念
に
、
地
域
の
伝
統
文
化
や
歴
史
に
学

び
な
が
ら
、
生
涯
に
わ
た
り
豊
か
な
人

間
性
を
自
ら
育
む
生
涯
学
習
環
境
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
公
民
館
を
中
心
に
、
町

民
の
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
意
欲

を
喚
起
す
る
最
新
情
報
の
収
集
、
活
動

ニ
ー
ズ
の
把
握
、
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
、
質
の
高
い
芸
術
・
文
化
に
触
れ

る
機
会
の
創
出
な
ど
年
代
や
地
域
に
応

じ
た
多
様
な
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
ほ
か
、
自
主
的
な
学
習
活
動
の
活

性
化
、
各
種
協
会
な
ど
町
民
活
動
組
織

へ
の
支
援
に
取
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
設
備
を
改
修
し
、
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
向
上
を
図
り
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
し

た
幅
広
い
分
野
の
交
流
に
よ
る
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

⑶
伝
統
文
化
の
継
承
・
創
造

　

町
内
に
は
、「
伊
予
神
楽
・
五
つ
鹿
踊

り
・
鬼
北
文
楽
」
等
の
無
形
文
化
財
、「
善

光
寺
薬
師
堂
・
岩
谷
遺
跡
」
等
の
有
形

文
化
財
、「
明
星
が
丘
施
設
」
な
ど
多
数

の
文
化
遺
産
が
あ
り
、
関
係
者
の
熱
意
に

よ
り
保
存
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
町
民
の
郷
土
愛
や
生
き
が
い
の
醸
成
、

郷
土
へ
の
自
信
や
誇
り
に
結
び
つ
く
も
の

で
、
こ
の
伝
統
文
化
の
継
承
・
創
造
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、「
等
妙
寺
跡
地
発
掘

調
査
」
を
推
進
し
、
国
の
史
跡
指
定
に
向

け
た
調
査
と
保
護
活
動
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
特
色
あ
る
郷
土
イ
ベ
ン
ト
の
創

造
に
も
取
組
み
ま
す
。

⑷
地
域
間
交
流
の
促
進

　

地
域
間
交
流
活
動
は
、
民
間
・
行
政

を
問
わ
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、
教
育

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
、
あ

ら
ゆ
る
〝
つ
な
が
り
〞
を
活
用
し
て
、

多
様
な
交
流
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
中
学
生
・
高
校
生
の
海
外
研
修
、

国
際
交
流
員
に
よ
る
英
会
話
教
室
、
文

化
講
座
の
開
催
な
ど
、
国
際
感
覚
を
高

め
る
活
動
に
も
取
組
み
ま
す
。

⑸
人
権
教
育
・
男
女
共
同
参
画
社
会
の

推
進

　

国
の
法
律
に
基
づ
く
、
正
し
い
人
権

意
識
と
お
互
い
を
尊
重
す
る
心
を
育
む

学
習
を
通
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
不

合
理
な
社
会
矛
盾
の
解
消
に
努
め
、
一

人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。
こ
の
た
め
学
校
や
地
域
に
お
け

る
人
権
教
育
を
中
心
に
、
町
全
体
で
の

人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

女
性
団
体
活
動
の
支
援
、
リ
ー
ダ
ー
養

成
、
意
識
啓
発
に
よ
り
、
家
庭
や
地
域

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
努

め
ま
す
。

５　
「
自
然
に
優
し
い
、
快
適
で

安
全
な
暮
ら
し
を
守
ろ
う
」

　

都
市
基
盤
の
整
備
は
、
暮
ら
し
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
産
業
の
振
興
や
地
域
内
外
の
交
流
促

進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害

や
事
故
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
地
域
安
全
対
策
は
、
快
適
で
安
全
な

暮
ら
し
を
支
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。

　

本
町
で
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
と

浄
化
槽
整
備
事
業
と
と
も
に
公
共
下
水

道
事
業
（
計
画
）
を
着
実
に
推
進
し
な

が
ら
、
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
交

通
環
境
の
充
実
、
高
度
情
報
化
に
向
け

た
情
報
基
盤
整
備
を
、
国
や
県
と
連
携

し
て
推
進
し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

町
民
・
地
域
・
関
係
機
関
・
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
自
然
環
境
と
調

和
し
た
快
適
性
と
利
便
性
、
そ
し
て
安

全
性
を
兼
ね
備
え
た
、
地
域
格
差
の
な

い
住
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

⑴
都
市
計
画
の
推
進

　

昭
和
31
年
、
近
永
・
好
藤
・
泉
地
区

の
一
部
区
域
を
都
市
計
画
区
域
（
２
，

６
８
７
ha
）
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
良

好
な
住
環
境
と
環
境
保
全
が
調
和
し
た

中
核
拠
点
と
し
て
の
都
市
施
設
整
備
が

必
要
で
、
近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地

再
開
発
計
画
と
の
整
合
性
あ
る
都
市
基

盤
の
拡
充
に
取
組
み
ま
す
。

⑵
上
・
下
水
道
の
整
備

　

生
活
水
準
の
向
上
、
自
然
環
境
の
保

全
、
産
業
振
興
な
ど
の
面
か
ら
、
ま
ち

の
将
来
を
踏
ま
え
、
上
水
道
の
完
全
普

及
と
地
域
に
即
し
た
生
活
排
水
処
理
施

設
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
上
水
道
は

施
設
の
整
備
・
改
良
に
よ
り
、
良
質
で

安
定
し
た
水
の
供
給
に
取
組
む
と
と
も

に
、
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
公
共
下
水
道

の
早
期
着
手
、
農
業
集
落
排
水
事
業
と

浄
化
槽
整
備
事
業
を
組
み
合
わ
せ
た
地

域
特
性
に
応
じ
た
施
設
整
備
に
取
組
み

ま
す
。

⑶
交
通
環
境
の
充
実

　

住
環
境
の
向
上
と
地
域
活
性
化
の
重

要
な
基
盤
と
な
る
交
通
環
境
の
向
上
を

目
指
し
、
国
道
・
県
道
・
主
要
町
道
を

基
幹
と
す
る
町
内
の
道
路
網
体
系
を
構

築
す
る
た
め
、
農
道
・
林
道
も
含
め
た

等妙寺跡地
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計
画
的
な
道
路
改
良
・
整
備
に
取
組
み

ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
大

切
な
〝
足
〞
と
し
て
、
医
療
・
福
祉
拠

点
と
の
連
携
を
図
る
バ
ス
路
線
の
拡
充
、

通
勤
・
通
学
な
ど
の
交
通
機
関
と
し
て

の
鉄
道
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

⑷
住
宅
・
公
園
の
整
備

　

地
域
整
備
方
針
や
都
市
計
画
な
ど
の

適
切
な
土
地
利
用
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

自
然
豊
か
で
質
の
高
い
住
環
境
の
創
出

を
図
り
ま
す
。
公
営
住
宅
の
計
画
的
な

建
設
、
民
間
活
力
も
含
め
た
住
宅
の
供

給
、
身
近
な
公
園
施
設
の
充
実
、
安
全

な
住
環
境
の
確
保
に
取
組
み
ま
す
。

⑸
情
報
基
盤
の
整
備

　

生
活
環
境
の
向
上
と
地
域
の
安
心
と

安
全
に
つ
な
が
る
高
度
情
報
化
社
会
の

形
成
に
向
け
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
情

報
基
盤
の
早
期
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

と
く
に
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
整

備
、
携
帯
電
話
不
通
話
地
域
の
解
消
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
難
視
聴
対
策
な
ど

を
総
合
的
に
解
消
す
る
た
め
の
具
体
的

計
画
の
策
定
と
そ
の
実
施
に
取
組
み
ま

す
。

⑹
治
山
・
治
水
対
策
の
推
進

　

国
・
県
と
連
携
し
、
町
民
の
暮
ら
し

の
安
全
を
守
る
治
山
・
治
水
事
業
と
河

川
景
観
の
保
全
を
推
進
し
ま
す
。
崩
壊

危
険
箇
所
の
点
検
・
整
備
、
森
林
の
水

源
涵
養
機
能
の
向
上
、
河
川
改
修
と
親

水
性
の
高
い
空
間
の
創
造
、
河
川
景
観

の
保
全
に
取
組
み
ま
す
。

⑺
防
災
対
策
の
充
実

　

東
南
海
・
南
海
地
震
の
防
災
対
策
推

進
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
町

民
・
県
・
関
係
機
関
と
協
力
し
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
く
総
合
的
な
地
域
防
災

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
町
内
全
集

落
で
の
自
主
防
災
組
織
の
結
成
と
迅
速

で
確
実
な
災
害
情
報
を
伝
達
す
る
防
災

行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
緊
急
避

難
体
制
お
よ
び
情
報
伝
達
体
制
の
構
築

に
努
め
ま
す
。

⑻
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　

消
防
団
員
の
確
保
、
消
防
団
活
動
の

強
化
に
よ
り
、
消
防
団
を
中
心
と
し
た

地
域
消
防
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
消
防
施
設
の
計
画
的
配
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
町
内
外
の
医
療
機
関
と

の
連
携
強
化
に
よ
り
、
救
急
医
療
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

⑼
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
充
実

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
町
民
意
識
の
高
揚
に
努
め
、

交
通
安
全
・
防
犯
活
動
の
活
性
化
、
安

全
設
備
の
整
備
、
身
近
な
相
談
・
援
助

体
制
の
充
実
に
取
組
み
ま
す
。

６　
「
地
域
自
治
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
」

　

全
国
各
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利

組
織
）
や
地
縁
組
織
（
自
治
組
織
、
各

種
団
体
等
）
の
自
主
活
動
は
、
子
育
て

や
介
護
な
ど
の
福
祉
分
野
に
と
ど
ま
ら

ず
、
防
災
、
教
育
、
産
業
、
地
域
活
性

化
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
そ
の
活

動
範
囲
を
広
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
人
々
の
関
心
も
高

ま
り
、
新
し
い
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
公
民
館
や
町
民
組
織
を

中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
の
さ

ら
な
る
活
性
化
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
行
財
政
運
営
に
お
い
て
も
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
の
町
民
参
画
を
積
極
的

に
図
り
、〝
ま
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
町

民
が
決
め
て
実
践
す
る
〞
と
い
う
、
町

民
自
治
意
識
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
を
通
じ
て
、
町
民
・

地
域
・
関
係
機
関
・
行
政
が
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任

を
担
い
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
協
調
・
連

携
し
た
本
町
に
相
応
し
い
協
働
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

⑴
地
域
活
動
の
活
性
化

　

集
落
内
の
連
携
強
化
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
支
援
事
業
の
充
実
、
集
会
所
整
備
、

公
民
館
活
動
の
充
実
な
ど
の
集
落
機
能

の
強
化
支
援
や
地
域
活
動
の
環
境
整
備

を
図
る
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
と
い
っ
た
町
民
の
自
主
活
動

の
活
性
化
に
取
組
み
ま
す
。

⑵
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

本
格
的
な
地
方
分
権
時
代
の
地
域
の

発
展
を
目
指
し
て
、
町
民
が
ま
ち
づ
く

り
に
主
体
的
に
参
画
し
、
町
民
・
地
域
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
と
の
情
報
共
有
化
と
と

も
に
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
行
政

政
策
や
事
業
に
お
け
る
多
様
な
町
民
参

画
と
民
間
活
力
の
積
極
的
な
導
入
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
行
政
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
事

務
事
業
の
効
率
化
・
迅
速
化
に
積
極
的

に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

町　営　バ　ス

交　通　茶　屋
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　前納報奨金は、「個人住民税（普通徴収分）」「固定資産税」の第１期納期限内に各税目にかか

る当該年度の税額を一括納付した場合に交付されるものです。

　この制度は、戦後の混乱期に地方自治の確立のための必要な財源確保と納税者の納税意識の

高揚を目的に創設されたものです。しかし、その頃と比べると社会情勢は大きく変化し、金融

機関等での窓口や口座振替による納税が普及し、自主納税の意識が高まってきました。さらに、

この制度の適用を受けるのが個人住民税（普通徴収分のみ）と固定資産税に限定されること、

給与所得者の給与から天引きされる個人住民税（特別徴収分）が交付対象でないこと等、税負

担の公平性確保という観点から矛盾が生じてきています。

　このような状況から、全国的にも前納報奨金制度について、廃止もしくは縮小されているの

が現状です。当町でも、税条例が改正され、平成18年度から前納報奨金について、「個人住民税
（普通徴収分）」は廃止、「固定資産税」は、交付率を引き下げ、交付限度額を設けることとなり

ましたので、ご理解の上、今後とも納税に対しまして、なお一層のご協力をお願いいたします。

☆個人住民税に対する前納報奨金

　廃止されます。なお、前納報奨金はなくなりますが、これまでと同様に全額を第１期納期限

内に一括して納税できます。

☆固定資産税に対する前納報奨金

　前納報奨金交付率の変更　　１／ 100から0.5 ／ 100
　交付限度額　　　　　　　　100,000円（超える場合は100,000円を交付）
　（前納報奨金の計算方法）

　（例）年税額161,000円の場合、第１期41,000円、第２～４期40,000円
　　　 40,000円（第２期税額）×0.5/100（前納報奨金交付率）×21月（納期前月数）＝

4,200円（前納報奨金交付額）

上記に関するお問合せは、鬼北町税務課（☎0895－45－1111、内線220 ～ 225）までお願いします。

春の全国交通安全運動
平成１８年４月６日（木）～４月１５日（土）

無事帰る笑顔に安心春の道

前納報奨金制度改正のお知らせ

　交通安全はみんなの願いです。特に春は小学校や保育園・幼稚園などへの新入学（園）児が

通学通園を始めます。車の運転や自転車の運転などに際しては、私たち一人ひとりが交通ルー

ルを遵守し、子どもたちや高齢者を交通事故から守りましょう。

運動の基本

　子どもと高齢者の交通事故防止

運動の重点
　☆自転車の安全利用の推進

　☆シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

　☆通勤・通学時の交通事故防止
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　　　　身近な情報をお知らせください。　　　総務課　☎４５－１１１１（内線２３５）

　２月５日、泉小学校施設において、泉地区遺跡
まつりが開催されました。これは、泉地区有志「遺
跡まつり実行委員会」（会長　芝　光恭さん）の主
催によるもので、地域の伝統・文化の継承・見直
しを図り、誇りの持てる地域づくりを目指すこと
を目的に３年前から始められたものです。
　当日は、鬼北文楽の発表や文芸作品の展示のほ
か、日向谷穀彩村や北宇和高校の出店などもあり、
賑やかな１日となりました。

泉 地 区 遺 跡 ま つ り

地域の伝統文化を見直そう

　第２回鬼北町社会福祉大会が広見体育センター
で開催され、社会福祉に貢献のあった個人や団体
に感謝状・表彰状が授与されました。式典の後、
テレビやラジオで活躍中の「らくさぶろう」氏に
よる「笑いをパワーに！」と題した講演がありま
した。講演は演題のとおり始終笑いが絶えず、集
まった約300人の観客の皆さんも笑いのパワーで元
気になったことでしょう。

第 2 回鬼北町社会福祉大会

心豊かで潤いのある長寿社会を実現しよう

　２月12日、父野川地区の薬師堂において、節安
花とび踊りが奉納されました。花とび踊りは戦国

時代から続く伝統芸能で、災害により一時は中断

されましたが、有志により昭和53年から復活しま
した。花とび踊りは安産を祈願するものであり、

この日も町内外から安産を願う女性たちが訪れて

いました。

節　安　花　と　び　踊　り

社会福祉大会表彰者（敬称略）
感　　　謝　　　状 表　　　彰　　　状

高田　　博（下大野） 宮本　熊夫（父野川下） ボランティア 家族介護

藤好　　清（広見） 鬼北町女性団体連絡協議会 高田　熊男（永野市） 武田　嘉英（成藤）

岡田　真治（出目） 佐々木幹夫（国遠） 高田　直義（近永） 鶴井　壽夫（生田）

高田　正男（宇和島市（西野々）） 野中　正日（内深田） 河添　時好（成藤） 小西ハツミ（西野々）

西田　健二（永野市） 古用　　晃（川上） 渡邊　　修（広見） 二宮　幸作（出目）

松浦ムネコ（延川） 上甲　　裕（吉波） 好藤ヤングクラブ 中平八重美（父野川下）

高瀬　良一（東京都（川上））二宮　建一（近永） 野地組（川上） 山口　満一（上鍵山）

井伊　利秋（下大野）

武田　恒久（成藤）

大満　行子（出目）

泉小学校鬼北文楽クラブ

花とび踊り

笑いの絶えなかった講演
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　２月28日、愛治公民館において、愛治地区健康
を守る会主催の講演会が開催されました。新居浜

病院　精神科医長の「枝
えだ

廣
ひろ

篤
あつ

昌
まさ

」先生を講師に迎

え「笑いと健康」と題した講演では、笑いによる

精神的、医学的効果を楽しく説明。笑いの絶えな

い楽しい講演に、参加した人たちは知識と健康を

手に入れたようです。

愛治地区　健康を守る会　講演会

　３月12日、鬼北町と鬼北町体育協会主催による、

標記大会が鬼北町総合公園体育館で開催されまし

た。大会には町内外から８チーム、93人が参加、

日頃 の練習成果を思う存分発揮し、熱い女性の戦

いが繰り広げられました。結果は右記のとおりで

す。

第 1回鬼北町合併記念町長旗争奪家庭婦人バレーボール大会

第１回鬼北町合併記念
町長旗争奪家庭婦人バレーボール大会結果

優　勝　　近永クラブ

準優勝　　三崎クラブ

第３位　　野村クラブ

　〃　　　宇和クラブ

広報「きほく」では
町の話題を募集しています

　広報では毎月、町の話題を載せています

　こんなこと、あんなことがあるなど、広報に載せてほしい話題がありましたら、下記までご連絡

ください。

　また「広報に記事を書きたい」「写真を載せたい」などの要望も随時受け付けています。

鬼北町役場　総務課　行政係　電話45－1111（内線235）

講演中の枝廣先生

アタック！ ブロック！
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私の視点、私の感覚、私の言葉で参加します！

平成２１年５月までに

　裁判員制度

Ｑ　なぜ導入されるのですか？

Ａ 　国民のみなさんが裁判に参加することに
よって、法律の専門家ではない国民の感覚が、

裁判の内容に反映されることになります。そ

の結果、国民の皆さんの司法に対する理解と

信頼が深まることが期待されています。

Ｑ　 裁判員に選ばれたら、どのようなこ
とをするのですか？

　

Ａ　次のような仕事をすることになります。

①公判に出席する（公開）

　裁判員に選ばれたら、裁判官と一緒に、刑事

事件の審理(公判といいます。)に出席します。公

判は、できる限り連続して開かれます。

　公判では、提出された証拠物や書類を取り調

べるほか、証人や被告人に対する質問が行われ

ます。裁判員から、証人等に質問することもで

きます。

②評議、評決をする（非公開）

　証拠を全て調べたのち、事実を認定し、被告

人が有罪か無罪か、有罪だとしたらどんな刑に

するべきかを、裁判官と一緒に議論し(評議)、決

定する(評決)ことになります。

③判決宣告（公開）

　評議内容が決まると、裁判官と裁判員が法廷

に臨み、裁判長が判決の宣告をします。

裁判員としての仕事は、判決の宣告に

より終了します。

詳しくは、松山地方裁判所ホームページ http://www.courts.go.jp/matsuyama/ を参考にしてください。
また、ホームページ内では、各種民事手続の手続案内を行っています。あわせてご覧ください。

がはじまります！

ここからは
じまる！裁判員制度
Q ＆ A

Ｑ　 裁判員制度とは、どのようなもので
すか？

Ａ 　裁判員制度は、国民のみなさんに裁判員と
して殺人罪等の重大な事件について刑事裁判

に参加してもらい、被告人が有罪かどうか、

有罪の場合どのような刑にするかを裁判官と

一緒に決めてもらう制度です。
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　自治組織は、「住民により自主的に組織された住民のための組織」です。そして、一定の区域内に住ん

でいる人たちが、温かい心と心のふれあいでお互いを理解し、協力しながら快適で住みよい地域

社会を実現するため、環境の整備や住民福祉の向上など、さまざまな活動に取り組んでいます。 
　現在、町内には、200を超える自治組織が組織されており、それぞれ地域の特性を生かしたまちづくり
活動を展開しています。

《自治組織の主な活動》

自治組織に
加入しましょう！

★環境美化の推進★

　ごみの分別収集の徹底や、排水路の清掃など、お

互いに協力し合い自らの手で地域の環境美化に努め

ています。

★地域の交流活動★

　各地区で行なわれる運動会や各種イベント・行事

など、地域住民の交流を深める活動を行っています。

★社会福祉に協力★

　赤い羽根共同募金や日赤募金などをはじめ、社会

福祉の活動などにも取り組んでいます。

★広報などの配布に協力★

　「広報きほく」や町からの回覧文書などは、町内

の出来事や行政の動きを知るうえで、欠くことので

きない情報源です。自治組織では、これら町などか

らの配布物を各世帯に届けています。

　ここに掲載した活動以外にも、神社や寺院等の祭礼などを行っ

ている自治組織もあり、地域の状況によって様々な活動が行わ

れています。

◇自治組織に加入するときは？◇

自治組織に加入するときは、お住まいの地域の自治組織役員にお申し出ください。



142006.4

平成18年度　犬の登録・狂犬病予防注射の実施について

　狂犬病予防注射を以下の日程で行います。生後91日以上の犬には必ず受けさせましょう。
　また、犬の登録をされていない方は、この機会に登録を済ませましょう。

地区 時　　間 場　　所 地区 時　　間 場　　所
４月16日（日） ４月17日（月）

牛 野 川   8：45～   8：50 牛 野 川 集 会 所

川 上

  8：55～   9：00 大 滝 橋 バ ス 停 前
水 分   8：55～   9：00 水 分 集 会 所   9：05～   9：10 川 上 集 会 所
北 川   9：10～   9：20 北 川 集 会 所   9：15～   9：20 小 越 集 会 所
成 川   9：30～   9：40 成 川 集 会 所   9：25～   9：35 古 用 集 会 所
今 在 家   9：50～ 10：00 今 在 家 集 会 所 延 川   9：45～   9：50 小 野 川 集 会 所
奈 良 中 10：10～ 10：20 奈 良 中 組 集 会 所   9：55～ 10：00 長 穂 勝 宅 前

奈 良 下 10：30～ 10：35 奈 良 天 満 神 社 前 久 保 10：10～ 10：15 久 保 集 会 所
10：45～ 10：55 奈 良 下 組 集 会 所

小 松

10：25～ 10：35 三 島 グ ラ ン ド

中 野 川 11：10～ 11：20 上 甲 建 設 前 10：45～ 10：50 木 炭 倉 庫 前
11：30～ 11：40 中 野 川 集 会 所 10：55～ 11：00 中 組 集 会 所

芝 11：50～ 12：05 芝 集 会 所 11：10～ 11：30 三 島 公 民 館
奈良小串 12：10～ 12：15 等 妙 寺 バ ス 停 前

下 大 野

13：10～ 13：20 御 開 山 集 会 所

出 目

13：45～ 13：50 青 芝 清 宅 前 13：40～ 13：45 峠 徳 満 宅 横
14：00～ 14：05 興 野 々 橋 油 谷 側 13：55～ 14：05 下 大 野 集 会 所
14：10～ 14：20 新 田 集 会 所 下 14：15～ 14：25 農 協 下 大 野 出 張 所
14：30～ 14：35 中 島 集 会 所 広 見 14：35～ 14：45 広 見 集 会 所
14：45～ 14：55 峠 集 会 所

小 倉

14：50～ 14：55 轟 集 会 所
15：05～ 15：20 出 目 集 会 所 15：00～ 15：10 小倉コミュニティセンター
15：25～ 15：35 Ｊ Ｒ 出 目 駅 前 15：15～ 15：20 小 西 野 々 集 会 所

近 永 15：45～ 16：00 役場保健センター前 15：25～ 15：35 宮 野 々 集 会 所
４月18日（火） 近 永 15：45～ 16：00 役場保健センター前

吉 波   8：50～   9：00 吉 波 集 会 所 ４月21日（金）
西 仲   9：05～   9：10 鬼 北 建 設 事 務 所 前

大 宿

  8：55～   9：00 渡 辺 明 宅 前
  9：15～   9：20 西 仲 集 会 所   9：05～   9：10 土 屋 バ ス 停 前

東 仲   9：30～   9：35 善 家 鮮 魚 店 前   9：15～   9：20 権 太 集 会 所 前
  9：45～   9：55 東 仲 集 会 所   9：30～   9：40 渡 辺 商 店 横

内 深 田
10：05～ 10：10 平 井 中 集 会 所   9：45～   9：50 法 師 庵 集 会 所
10：15～ 10：20 田 丸 集 会 所 生 田 10：00～ 10：10 生 田 中 組 集 会 所
10：25～ 10：40 好 藤 公 民 館 10：20～ 10：25 夫 婦 岩 集 会 所

沢 松 11：00～ 11：10 沢 松 集 会 所
清 水

10：35～ 10：40 上 組 集 会 所
清 延 11：20～ 11：30 坂 本 石 男 宅 前 10：50～ 11：10 愛 治 公 民 館
近 永 13：10～ 13：20 国 遠 団 地 集 会 所 11：20～ 11：25 下 組 バ ス 停 前
年 則 13：25～ 13：30 年 則 集 会 所 畔 屋 11：30～ 11：35 大 平 集 会 所 下
国 遠 13：35～ 13：40 国 遠 集 会 所 11：40～ 11：45 畔 屋 集 会 所
成 藤 13：50～ 13：55 成 藤 新 田 神 社 下

西 野 々
13：20～ 13：25 大 畑 入 口

清 延 14：05～ 14：10 清 延 集 会 所 13：35～ 13：40 西 野 々 集 会 所
永 野 市 14：20～ 14：45 永 野 市 集 会 所 13：50～ 13：55 寺 ノ 前 橋 三 又 路

近 永

14：55～ 15：00 紫 苑 横 上 川 14：10～ 14：25 山 下 商 店 前
15：10～ 15：25 藤 川 旅 館 前 岩 谷 14：35～ 14：45 上村塗装前町道広場
15：30～ 15：40 広見プロパン駐車場 14：50～ 15：00 岩 谷 集 会 所
15：45～ 16：00 役場保健センター前 興 野 々 15：05～ 15：10 芳 組 集 会 所

15：20～ 15：35 生 活 改 善 セ ン タ ー
近 永 15：45～ 16：00 役場保健センター前

４月23日（日）午前 ４月23日（日）午後
下 鍵 山   8：30～   9：00 日 吉 支 所 前

父野川下

13：10～ 13：20 井 上 征 広 氏 宅 前

上 大 野   9：05～   9：15 入 田 千 寿 氏 宅 前 13：25～ 13：35 下 本 村 集 会 所
  9：20～   9：30 上 大 野 集 会 所 13：40～ 13：50 川 口 集 会 所

上 鍵 山

  9：40～   9：50 上 鍵 山 三 辻 13：55～ 14：00 上 本 村 集 会 所
  9：55～ 10：00 岩 本 ス ミ エ 氏 宅 前 14：05～ 14：10 音 地 集 会 所
10：10～ 10：20 長 谷 集 会 所 14：15～ 14：20 犬 飼 集 会 所
10：30～ 10：35 行 山 橋 14：35～ 14：40 川 添 敏 雄 氏 宅 前
10：40～ 10：45 黒 川 下 集 会 所

父野川中

14：45～ 14：50 野 々 谷 集 会 所

日 向 谷

10：55～ 11：05 出 口 集 会 所 14：55～ 15：00 下 藤 川 橋
11：10～ 11：15 岡 田 正 夫 氏 宅 前 15：05～ 15：10 藤 川 集 会 所
11：20～ 11：25 日向谷生活改善センター 15：15～ 15：20 タ ラ イ 谷 橋
11：30～ 12：00 大 平 武 雄 氏 宅 前 15：25～ 15：30 宮 成 集 会 所
12：05～ 12：10 金 子 光 徳 氏 宅 前 父野川上 15：35～ 15：40 大 村 集 会 所

15：45～ 15：50 屋 敷 集 会 所
下 鍵 山 16：20～ 16：30 日 吉 支 所 前

★どの会場でも注射できます★ 

料金　犬の登録 3,000円（１頭につき生涯１度）

　　　予防注射 2,850円（１頭につき毎年１回）

　　　　◎お釣りのいらないよう、お願いします。

○犬は、必ずクサリ等でつないで下さい。

○噛み付く癖のある犬には口輪をしましょう。

○ 体調の良くない犬や妊娠中の犬は獣医に相談をし
ましょう。
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　イースターの時、アメリカやカナダの子供達はイース

ター大会に参加し、エッグハント（タマゴ探し）をします。

　イースターサンデーの前夜、ウサギちゃんが現れ、芝

の上に色塗りタマゴとお菓子をおいておくそうです。そ

の隠されていた色塗りタマゴとお菓子を、次の朝見つけ

た人にはいいことがあるという伝説があります。

　この習慣はキリスト教の文化と思われていますが、歴

史家たちは、キリスト教との関係はほとんどないと考え

ています。確かに復活祭とは、キリストが蘇ったことを

記念する日ですが、エッグハントの習慣は色々な文化と

宗教から合わせてできたものです。

　タマゴに色を塗る行為は、キリスト教が発祥前、中東

の民族が初めて見る石のようなタマゴから鳥が生まれ、

新たな生命がでてくることに驚き、命が蘇ることと思い

込みました。それを象徴するためにタマゴに色をつけ、

飾りとして神殿や家に置く習慣が始まったそうです。

　イースターをする習慣は国により色々あります。北欧

ではスキーとタマゴの色塗り、中欧は水合戦とタマゴ交

換、東欧は手間の凄く掛かるタマゴ作りをするそうです。

また、西方キリスト教と東方キリスト教のイースターを

行う日は計算の仕方により異なり、今年は西方のイース

ターは４月16日で東方は４月23日です。
　エッグハント大会は子供にとって楽しい遊びの上、新

しい友達と出会える集会です。今月、文化講座で開きま

すので是非子供を連れ、ご参加ください。

HELLO!HELLO!HELLO!

No.８
「イースター（復活祭）って？」

英会話教室・文化交流 参加者募集!
　HI! トニーです。町民を対象にして毎月英会話教室・文化講座を開いています。気軽に楽し
いゲームをしながら英語を学びませんか？　参加してみたい人は、電話で申し込んでください。

共通事項
参　加　者　原則として鬼北町民とします。
申込期限　（英会話教室）随時受付。（但し、多数の申込みがあった場合はお断りをいたします。）
　　　　　（文化交流）平成18年４月10日㈪
申　込　先　鬼北町役場　学校教育課　☎45－1111（内線　416）

　

場　所　鬼北町中央公民館
　　　　　２階　視聴覚教室
開催日　平成18年４月５日㈬から
　　　　平成18年７月19日㈬
　　　　 毎週水曜日
　　　　（４月は５日、12日、19日、26日です）
時　間　19：00～21：00
内　容　 初級コース（19：00 ～ 20：00）、中・

上級コース（20：00 ～ 21：00）に分
けて１時間程度授業します。

会　費　無料

　

～タマゴ大会 in 鬼北～

場　所　鬼北総合公園体育館前
日　時　平成１８年４月23日㈰
　　　　13：00～
内　容　 北米のエッグハント。隠している

お菓子と色タマゴを探す楽しい
ゲームをしましょう。

年　齢　 12歳まで（親子の参加を基本とし
ます）

会　費　 無料

英 会 話 教 室 文 化 交 流

Let's speak English!　英語で遊ぼう！

イースターエッグ
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　現在、鬼北町国民健康保険加入者の方で、今年から町外へ進学される学生の方、またはすでに修学
のため在学地にお住まいになっている学生の方に次のような異動がある場合、届出が必要です。

異 動 内 容 手続き内容 届出に必要なもの

町外の学校へ進学されたとき
・転出届出
・国保保険証の変更届出

国保保険証、印鑑
在学証明書

卒業または退学したとき ・喪失届出 国保保険証、印鑑

就職し職場の健康保険に加入したとき ・喪失届出
国保保険証、印鑑、
職場の健康保険証

引き続き在学中の場合 ・国保保険証の更新※
国保保険証、印鑑
在学証明書（新年度のもの）

※ 保険証の更新時期：保険証の有効期限は１年間で毎年８月を更新月としております。届出は前月７
月中においでください。

（注意） 卒業または退学後につきましては、鬼北町国民健康保険資格は喪失となります。社会保険に
加入されていない場合は、住所地の市区町村において国保加入の届出が必要です。

【届出場所および問合せ先】
　鬼北町役場　町民課保険年金係　☎45－1111　内線216　　日吉支所住民係　☎44－2211

国民健康保険加入者（学生の方）の届出について

　改正前の制度では、１階部分の基礎年金と２階部分の厚生年金は、基本的に同一事由のものだけが同
時に受給（併給）できるものでした。
　このため、障害基礎年金の受給権者は、障害を有しながら就労して保険料を納付したことが年金給付
に反映されない仕組みとなっていました。これらの課題に対する取組みとして、障害を持ちながら働い
たことが評価されるために、平成18年度からは、65歳以上の方で障害基礎年金と老齢または死亡を支給
事由とする年金の受給権がある場合、同時に両方の年金を受給することができるように改正されること
になりました。
　なお、この併給を申請される場合は、選択申出書を提出していただく必要があります。

【例】 厚 生 年 金（共 済 年 金）
老齢厚生年金
（退職共済年金）

障害厚生年金
（障害共済年金）

遺族厚生年金
（遺族共済年金）

国
民
年
金

老齢基礎年金 ○ × ○
障害基礎年金 ◎ ○ ◎
遺族基礎年金 × × ○
旧国民年金法による障害年金 ◎ × ◎

注）○： 改正前でも、同時に受給可能な組み合わせです。ただし、同一の支給事由（傷病）による障害によっ
て、支給される場合に限られます。

　　◎：今回(平成18年４月から)、同時に受給可能となったものです。
　　×：同時に受給ができないものです。
【問合せ・照会先】
　　ねんきんダイヤル（年金被保険者）　　　　　☎0570－05－1165
　　ねんきんダイヤル（年金を受給している方）　☎0570－07－1165
　　または、お近くの社会保険事務所・年金相談センターまで
　　社会保険庁ホームページ　http://www.sia.go.jp/

年金制度が変わります

健 　 　 康 　 　 診 　 　 断
月日 曜日 場　所 対象地区
4/25 火 広見集会所 広　　見

子 宮 が ん 検 診
月日 曜日 対象地区 場所 受付時間

4/27 木 父野川
大村集会所 13：00～ 13：30
川口集会所 14：00～ 14：30

4/28 金 上大野・下鍵山・上鍵山・日向谷 日吉保健センター 13：00～ 14：00

障害基礎年金と老齢厚生年金等との併給について（平成18年４月から）
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募　
　

集

平
成
18
年
度
在
職
者
訓
練

受

講

者
（

第

二

種

電

気

工
事
士
筆
記
試
験
講
習

受
講
者　

在
職
者
で
電
気
関
係
に

興
味
の
あ
る
方

定　

員　

20
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

期　

間　

５
月
15
日
㈪
〜
５
月
26

日
㈮
ま
で
の
土
日
を
除
く
10
日
間

時　

間　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

費　

用　

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
は
各
自
購
入
、
１
，
３
０
０

円
程
度
）

申
込
先
・
受
講
場
所　

宇
和
島

市
柿
原
神
ノ
前
１
７
１
２　

宇

和
島
高
等
技
術
専
門
校
☎
22―

３
４
１
０

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」
参
加
者

　

「
将
来
看
護
師
に
な
り
た
い
」

学
生
さ
ん
、「
ご
家
族
の
介
護
に

役
立
て
た
い
」
方
、
病
院
の
こ
と

を
知
り
た
い
」
方
な
ど
、
日
ご
ろ

看
護
と
は
無
縁
の
生
活
を
送
っ
て

い
る
Ｏ
Ｌ
、
主
婦
、
男
性
の
方
な

ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

締
め
切
り　

４
月
21
日
㈮
ま
で

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
「
ふ

れ
あ
い
看
護
体
験
参
加
希
望
」
住

所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、

職
業
（
学
生
は
学
校
・
学
年
）、

電
話
番
号
、
洋
服
サ
イ
ズ
を
書
き
、

直
接
各
施
設
に
申
し
込
む　

※
中

学
生
・
高
校
生
は
、
学
校
の
許
可

が
必
要

問
合
せ　

各
施
設
に
直
接
問
合
せ
。

海
上
保
安
学
校
（
特
別
）
学
生

受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
。

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
平

成
18
年
９
月
ま
で
に
高
等
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

者
、
平
成
18
年
９
月
ま
で
に
中
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の

課
程
を
修
了
し
た
者
、
平
成
18
年

９
月
ま
で
に
高
等
専
門
学
校
の
第

３
学
年
の
課
程
を
修
了
す
る
見
込

み
の
者

④
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

（
廃
止
前
の
大
学
入
学
資
格
検
定

を
含
む
）
に
合
格
し
た
者
、
人
事

院
が
①
、
②
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
者

受
付
期
間　

４
月
３
日
㈪
〜
４
月

10
日
㈪

第
一
次
試
験　

５
月
21
日
㈰

第
一
次
試
験
合
格
発
表　

６
月
９

日
㈮

第
二
次
試
験　

６
月
19
日
㈪
〜
６

月
22
日
㈭

問
合
せ　

宇
和
島
海
上
保
安
部　

☎
22―

１
５
９
１

平
成
18
年
度
（
前
期
）
危
険
物

取
扱
者
試
験
・
準
備
講
習
会

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　

６
月
11
日
㈰
10
時
〜

会　

場　

県
立
吉
田
高
等
学
校
・

県
立
八
幡
浜
工
業
高
等
学
校
ほ
か

願
書
受
付　

４
月
10
日
㈪
〜
４
月

19
日
㈬
ま
で
※
必
着

試
験
種
類　

甲
・
乙
・
丙
種
の
全

種
類
（
吉
田
会
場
は
、
乙
種
第
４

類
と
丙
種
の
２
種
類
）

受
験
料　

甲
種
＝
５
，
０
０
０
円
、

乙
種
＝
３
，
４
０
０
円
、
丙
種
＝

２
，
７
０
０
円

受
験
願
書　

消
防
本
部
・
各
分
署

●
準
備
講
習
会
（
乙
種
４
類
対
象
）

日　

時　

５
月
12
日
㈮
〜
13
日
㈯
の

２
日
間　

※
い
ず
れ
も
９
時
〜
16
時

会　

場　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
４
階
大
会
議
室

受
講
料　

会
員
＝
６
，
３
０
０
円
、

非
会
員
＝
８
，
８
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代　

法
令
・
実
務
・
問

題
集　

各
１
，
３
０
０
円　

問
合
せ
先　

宇
和
島
地
区
広
域
事

務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
内
宇
和

島
地
区
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局

☎
22―

７
５
０
１

そ　

の　

他

平
成
18
年
度
労
働
保
健
の

年

度

更

新

　

労
働
保
健
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
平
成
18
年
度
の
年
度
更

新
は
お
済
み
で
す
か
？
年
度
更
新

は
４
月
１
日
か
ら
５
月
22
日
ま
で

で
す
。
お
手
続
き
は
お
早
め
に
！

電
子
申
請
も
ご
利
用
に
な
れ
ま

す
。http://w

w
w
.m

hlw
.gp.jp

問
合
せ　

愛
媛
労
働
局
労
働
保
健

徴
収
室　

☎
０
８
９―

９
３
５―

５
２
０
２
、
最
寄
の
労
働
基
準
監

督
署税

務

課

よ

り

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
期
間

は
４
月
３
日
か
ら
５
月
１
日

　

平
成
18
年
度
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
を
４
月
３
日
か
ら
５
月
１
日
ま

で
縦
覧
に
供
し
ま
す
（
土
・
日
曜

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
）。
縦
覧
で

き
る
方
は
、
固
定
資
産
税
（
土
地

お
よ
び
家
屋
）
の
納
税
者
で
す
。

縦
覧
に
は
本
人
を
確
認
で
き
る
も

の
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

鬼
北
町
役
場　

税
務
課

資
産
評
価
係
☎
45―

１
１
１
１

（
内
線
２
２
４
・
２
２
５
）

開催日 施設名 人数

5/10

あけぼの園
宇和島市泉町3-1-16 5

宇和島徳洲会病院
宇和島市住吉町2-6-24 5

㈶正光会　宇和島病院
宇和島市柿原1280 10

市立宇和島病院
宇和島市御殿町1-1 10

5/13

宇和島社会保険病院
宇和島市賀古町2-1-37 12

旭川荘南愛媛病院
北宇和郡鬼北町永野市1607 10

おやこ　アースデイ　2006　in　宇和島
アースデイって？
　アースデイ（地球の日・４月２２日）は、地球のために行動する日です。
地球に感謝し、美しい地球を守る意識を共有する日です。１９７０年から続く
アースデイには、大人から子供まで、国境・民族・信条・政党・宗派を越
えて多くの市民が参加し、世界１８４の国と地域、約５０００カ所で行われてい
る、世界最大の環境フェスティバルです。
　昨年は吉田町で環境に優しい母乳育児をテーマにして行われました。今
年はベビービクス（ベビーマッサージ＋エクササイズ）とリフレクソロジー
（足裏マッサージ）を実施します。

日　程
日　時　平成１８年４月２３日（日）　９：３０～１２：００
場　所　宇和島市総合福祉センター　３階　和室
　　　　宇和島市住吉町１－６－16　☎23－3711
参加料　無料（ベビービクスのみ５００円）
その他　事前申込の必要はありません

ベビービクス リフレクソロジー

対　象 生後２～６カ月までの赤ちゃんと付き添いの方 リフレッシュしたいお母さん

時　間
１回目　10：00 ～ 10：40
２回目　11：00 ～ 11：40
（受付は9：30 ～各回先着15組まで）

10：00 ～ 11：40分 の 間
随時

担　当 助産師 助産師

参加費 500円 無料

持参品 バスタオル　赤ちゃんの水分補給など なし

問合せ：せき助産院　関　倫子（ともこ）西予市宇和町☎0894-62-5633



182006.4

ひよし川柳会

帯
解
い
て
女
心
も
揺
ら
ぐ
宿 

水
野　

貞
子

帯
締
め
の
赤
に
色
香
が
ま
だ
残
り 

清
家　

厚
美

さ
あ
出
番
マ
マ
さ
ん
帯
を
き
り
り
締
め 

川
添　

忠
昭

緊
張
か
ら
脱
け
て
仲
人
帯
解
く 

松
岡　

正
志

帯
に
切
符
挟
ん
で
生
き
る
夜
の
蝶 

渡
辺　

光
男

帯
革
の
穴
が
だ
ん
だ
ん
お
隣
へ 

熊
本　

中
心

簡
単
に
ひ
と
り
で
結
ぶ
文
化
帯 

上
田
タ
ケ
ミ

帯
封
も
切
ら
ず
新
聞
二
三
日 

宮
本
ヨ
リ
ヲ

伊
達
帯
の
中
に
ひ
っ
そ
り
空
財
布 

西
田　

正
念

若
旦
那
兵
児
帯
太
い
腹
へ
締
め 

小
越　

安
隆

父
さ
ん
が
ほ
ろ
り
娘
の
帯
姿 

高
橋　

麗
子

リ
ハ
ビ
リ
の
父
の
帯
持
ち
一
歩
二
歩 

渡
辺　

照
子

桜
吹
雪
髪
に
止
め
て
お
茶
の
会 

山
本　

益
恵

白
雲
の
帯
あ
ざ
や
か
に
ジ
ェ
ッ
ト
飛
ぶ 

栗
木　

一
郎

祝
い
ご
と
以
外
は
眠
る
帯
着
物 

宇
津
本
ア
ヤ
子

母
さ
ん
の
着
物
と
帯
で
披
露
宴 

山
本　

雅
之

広見短歌会

降
る
雪
の
お
く
へ
尾
燈
ゆ
る
が
せ
て
去
り
行
く
人
よ
ゆ
め
ふ
り
む
く
な 

武
田　

幸
子

還
暦
の
記
念
に
植
え
し
庭
の
柚
子
太
き
実
の
な
る
十
余
り
五
つ 

山
本
ま
つ
ゑ

恩
師
の
墓
や
っ
と
探
し
あ
て
声
あ
げ
り
風
に
落
葉
が
舞
い
上
る
日
に 

佐
々
木
登
美
子

煩
わ
し
さ
み
な
振
り
捨
て
て
生
き
ね
ば
と
元
日
の
朝
ふ
と
思
い
た
り 

渡
辺
キ
ヨ
子

う
ば
め
が
し
の
落
葉
ふ
み
し
め
磯
山
を
芽
吹
く
つ
わ
ぶ
き
探
し
歩
め
り 

須
藤
ヒ
サ
ヱ

琴
平
宮
石
段
登
る
軽
き
足
あ
の
遠
き
日
が
い
た
く
偲
ば
る 

松
﨑　

靜
香

表
札
に
家
族
の
如
く
虎
太
郎
と
墨
新
し
く
子
犬
の
名
前 

松
下　

啓
脩

三
匹
の
猫
の
親
子
に
ほ
だ
さ
れ
て
認
知
症
の
夫
今
日
は
穏
し
き 

蛭
谷　

寿
子

思
い
出
は
や
さ
し
く
遠
く
か
え
り
こ
ず
は
る
か
彼
方
に
消
ゆ
る
で
も
な
し 

渡
辺
八
千
代

卵
よ
り
か
え
り
し
亀
が
ひ
た
す
ら
に
砂
浜
急
ぐ
す
こ
や
か
な
れ
よ 

越
智　

坂
一

探
し
人
の
有
線
放
送
し
ん
し
ん
と
暮
れ
初
む
里
に
ひ
び
き
伝
は
る 

高
田　

治
子

年
金
を
た
め
い
て
孫
に
お
年
玉
笑
顔
に
癒
さ
れ
初
春
祝
う 

伊
手
リ
ツ
ヱ

大きくなったら　　三島小学校
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街角ギャラリー「なんでも館」　案内板

「中島すみれ会押し花展」
中島すみれ会（出目）
３月 14日㈫～４月 ２日㈰

昭和３０～４０年代「銀幕のスター」
映画ポスター展
桂　和也（奈良）

４月４日㈫～４月２３日㈰

「水墨画展」
兵頭菊雄（宇和島市）
４月２５日㈫～５月１４日㈰

開館時間　10：00～ 18：00　　　休館日　月曜日
場　　所　近永南町バス停前　　  入館料　無　料
昼休時間　13：00～ 14：00（この間は入館できません）
　あなたの作品も展示してみませんか？
問合せ先　広見町商工会　☎45－0813

ま ち の う ご き

人口  ２月28日現在（　）は前月比  

　総　数　　　12,691 人 (－10） 
　男　性　　　  5,937 人 (－  3） 
　女　性　　　  6,754 人 (－  7）
　世帯数　　　  5,137 世帯 (＋18）

      

近永地区
（近永保育所）

おじいちゃん
遊びに出かけるのは楽しいね！
いつか、一緒にディズニーランドへ行
こうね！

おじいちゃんといっしょ

おばあちゃんといっしょ

お孫さん　　　都　啓
けい

志
し

郎
ろう

くん

おじいちゃん　都　　賢典さん

お孫さん　　　堀部　優
ゆ

月
づき

ちゃん

おばあちゃん　東　タミ子さん

おばあちゃん
仕事のお手伝い、あんまりできないけ
ど、大きくなったらたくさん手伝って
あげるね！

健康なまちづくり計画

いっしょに考えてください

　鬼北町では、平成18年度、健康なまちづくり計画（健
康増進計画）をたてることにしています。どうすれば“健

康で明るいまち”となるか、いっしょに考えてもいいな

･････と思われる方は、４月20日までに下記にご連絡くだ
さい。

　鬼北町役場　保健福祉課・保健係　☎45－1111

　日吉保健センター　　　　　　　　☎44－2016



近
永
愛
児
園
へ

●
水
野　

善
正
さ
ん
（
出　

目
）

●
㈱
ニ
ト
リ

●
森
田　

嘉
明
さ
ん
（
大
阪
市
）

●
鈴
木　
　

洋
さ
ん
（
伊
予
市
）

●
ハ
イ
ウ
ェ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン
宇
和
島

近
永
乳
児
院
へ

●
森
田　

嘉
明
さ
ん
（
大
阪
市
）

●
鈴
木　
　

洋
さ
ん
（
伊
予
市
）

広
見
広
楽
荘
へ

●
高
田　

史
郎
さ
ん
（
下
大
野
）

●
森
田　

嘉
明
さ
ん
（
大
阪
市
）

ひ
ろ
み
奈
良
の
里
へ

●
二
宮　

輝
子
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

●
森
田　

嘉
明
さ
ん
（
大
阪
市
）

●
井
上
真
由
美
さ
ん
（
奈　

良
）

鬼
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
上
本　

幸
一
さ
ん
（
中
野
川
）

●
高
田　
　

寛
さ
ん
（
出　

目
）

●
宇
都
宮
富
士
男
さ
ん
（
北　

川
）

●
酒
井　

政
吉
さ
ん
（
清　

水
）

●
木
村　

広
子
さ
ん
（
奈　

良
）

１㈯　 鬼北町立北宇和病院継承式・
開院式

　　　　9:30 ～
　　　　北宇和病院
３㈪　武左衛門春の集い
 10:00 ～
　　　　武左衛門広場（日吉地区）
５㈬　トニーの英会話教室
　　　　19:00 ～ 21:00
　　　　中央公民館
６㈭　犬・ねこ引取日
　　　　環境衛生課・愛治・
　　　　三島連絡所・日吉支所
７㈮　ペットボトル回収日
　　　（近永・泉地区）
８㈯　古紙・ダンボール回収日
　　　（近永地区）
12㈬　トニーの英会話教室
　 　　  19:00 ～ 21:00
　　　　 中央公民館
13㈭　犬・ねこ引取日
　　　   環境衛生課・愛治・

　　　　三島連絡所・日吉支所
　　　ペットボトル回収日
　　　（日吉地区）
14㈮　ペットボトル回収日
　　　（好藤・愛治・三島地区）
19㈬　トニーの英会話教室
　 　　  19:00 ～ 21:00
　　　　 中央公民館
20㈭　犬・ねこ引取日
　　　   環境衛生課・愛治・
　　　　三島連絡所・日吉支所
　　　人権・行政・心配ごと相談
　　　（無料）広見地区
　　　　10:00 ～ 15:00
　　　　　鬼北町総合福祉センター
　　　行政・心配ごと相談（無料）
　　　日吉地区
　　　　行政相談  9:00～ 15:00
　　　　心配事相談 9:00～12:00
　　　　日吉住民センター
21㈮　ペットボトル回収日
　　　（近永・泉地区）

22㈯　古紙・ダンボール回収日
　　　（好藤・愛治地区）
27㈭　犬・ねこ引取日
　　　　環境衛生課・愛治・
　　　　三島連絡所・日吉支所
　　　ペットボトル回収日
　　　（日吉地区）
28㈮　ペットボトル回収日
　　　（好藤・愛治・三島地区）
29㈯　グリーンフェスティバル
　　　　 日吉夢産地
5/11㈭　犬・ねこ引取日
　　　　環境衛生課・愛治・
　　　　三島連絡所・日吉支所
　　　ペットボトル回収日
　　　（日吉地区）
5/12㈮　ペットボトル回収日
　　　（好藤・愛治・三島地区）
5/13㈯　古紙・ダンボール回収日
　　　（泉地区）

４　月 町 民 カ レ ン ダ ー

　　　　休日当番医

広報きほく４月号 No.016

４月２日　鬼北町
　　　　　鬼北町国保愛治診療所
 （☎46-0005）  
４月９日　鬼北町
　　　　　いしむら整形外科

（☎20-6635）
４月16日　宇和島市三間町
　　　　　ふじいし医院（☎58-4901）  
４月23日　宇和島市三間町
　　　　　松崎クリニック（☎58-4828） 
４月29日　鬼北町
　　　　　鬼北町立北宇和病院（仮称）
　　　　　　　　　（☎45-1221）  

４月30日　松野町
　　　　　松野町国保中央診療所
　　　　　　　　　（☎42-0707） 

５月３日　宇和島市吉田町
　　　　　市立吉田病院（☎52-0611）
５月４日　鬼北町
　　　　　旭川荘南愛媛病院
　　　　　　　　　（☎45-1101）

５月５日　宇和島市津島町
　　　　　市立津島病院（☎32-2011）
５月７日　鬼北町
　　　　　鬼北町立北宇和病院（仮称）
　　　　　　　　　（☎45-1221）

５月14日　宇和島市吉田町
　　　　　岩村外科胃腸科（☎52-3111）

発　行　日　　平成18年４月１日
編集・発行　　鬼北町総務課
　　　　　　〒798－1395
　　　　　　愛媛県北宇和郡
　　　　　　鬼北町大字近永800－１
　　　　　　TEL（0895）45－1111
　　　　　　FAX（0895）45－1119
ホームページアドレス
　http://www.town.kihoku.ehime.jp/

　

旧
暦
の
１
月
16
日
、（
２
月
中

旬
）「
花
と
び
踊
り
保
存
会
」
の

皆
さ
ん
に
よ
り
、
お
薬
師
様
の
境

内
で
安
産
や
家
内
安
全
を
祈
願

す
る
、
花
と
び
踊
り
が
奉
納
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

伝
説
に
よ
れ
ば
、
戦
国
の
頃
、

高
貴
な
身
分
の
落
人
が
、
難
産
の

た
め
苦
し
ん
で
い
る
の
を
救
う

た
め
、
長
曽
我
部
の
武
士
た
ち
と

地
元
の
農
民
が
「
花
と
び
踊
り
」

を
踊
り
、
節
安
の
薬
師
様
に
安
産

を
祈
願
し
た
そ
う
で
す
。

　

花
と
び
踊
り
は
、
こ
の
頃
か

ら
踊
り
継
が
れ
て
い
る
も
の
で
、

は
ち
巻
き
、
た
す
き
、
わ
ら
じ
ば

き
で
剣
を
振
り
か
ざ
し
、
踊
る
さ

ま
は
、
勇
壮
な
中
に
柔
軟
さ
が
あ

り
、
古
い
舞
踊
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
二
宮　

利
夫
さ
ん
（
下
鍵
山
）

●
松
浦　

正
美
さ
ん
（
清　

延
）

●
大
野　

綾
子
さ
ん
（
吉　

波
）

広
報
活
動
へ

●
奥
島
ミ
ヤ
子
さ
ん
（
埼
玉
県
）

鬼
北
町
育
英
会
へ

●
二
宮　

利
夫
さ
ん
（
下
鍵
山
）


